
様式３ 
再評価実施事業調査表 

番号  事業名 広域基幹河川改修事業 路線又は箇所名等 （二）作田川水系作田川

事業所管課 河川整備課 事業主体 千葉県 

事業化 

年 度 
昭和 60 年 

用地着手

年  度
昭和60年 

工事着手

年  度
昭和 60 年

再評価の

理  由
⑥ 

費用便益比 

Ｂ／Ｃ 
1.5 総費用 42.4億円 総便益 64.9 億円

 

基準年

 

平成 20 年 

 
事業概要 
（目的） 

作田川流域では、加持橋～源川合流地点までの未改修区間の影響で未改修区間沿川、特に市街
化が著しく人工や資産が集中している日向駅周辺で浸水被害が多発し、治水安全度が低下してい
る。 

本事業は、未改修区間の河道改修とその付帯工事を行い、日向駅周辺を含む未改修区間沿川の
洪水の防御を行う。 

 
 
事業計画区間長 15,860m 
（築堤 14,600m 掘削 276,000m3 橋梁 11 橋 樋管 49 基 揚水機場 1 基 堰 3 基） 

事業の進捗状(広域基幹河川改修事業のみを対象) 

 

 全体計画（億円） 投資事業費（億円） 進捗率（％） 

全  体 ９８．１７ ４７．５７ ４８．５％ 

工  事 ６２．６７ ２２．９７ ３６．７％ 

用  地 ３５．５０ ２４．６０ ６９．３％ 

      

社会経済情勢等 

①流域状況 

 作田川は、指定区間延長 18.2km、流域面積 104.3km2の二級河川である。流域の低地部には水田

が広がり、市街地は成東駅、日向駅周辺に広がっている。現在、流域では市街化の進行により流

出増が懸念されており、これらに対応するため河道改修が鋭意進められている 

 近年、河道改修の効果により洪水時の浸水被害が減少傾向にあるものの、未改修区間沿川の水

田や低い土地にある家屋等の浸水被害が発生しており、未改修区間の治水安全度の向上が望まれ

ている。 

②主な水害状況 

・平成元年 7 月 31 日(台風 17 号) 浸水戸数 136 戸  浸水面積 1.40km2 

・平成 3 年 9 月 19 日(台風 8 号 ) 浸水戸数  24 戸  浸水面積 1.66km2 

・平成 8 年 9 月 22 日(台風 17 号) 浸水戸数 338 戸  浸水面積 3.55km2 

 

③投資効果 

 ・浸水戸数：45 戸   ・浸水面積：1.1km2 

④関連事業 

・床上浸水対策特別緊急事業 

・住宅市街地基盤整備事業 

 

対応方針（案）   事業継続 



様式 4 

事 業 概 要 図 
番号  事業名 広域基幹河川改修事業 路線又は箇所名等 （二）作田川水系作田川

 

計画平面図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表断面図 
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鶴巻堰

大中堰

武射田堰
成東堰

千
葉
東
金
道
路

国
道

号

総
武
本
線

東
金
線

総武本線

九十九里橋高倉川合流地点

国
道

409号

境川合流地点
源川合流地点

河川整備計画区間：15,860m
126

概成区間※：約10km

加持橋

八反目橋

事業再評価対象区間

延長：約５ｋｍ

中金ヶ谷橋

事業着手区間

成東（基準点）

鶴巻堰

大中堰

武射田堰
成東堰

千
葉
東
金
道
路

国
道

号

総
武
本
線

東
金
線

総武本線

九十九里橋高倉川合流地点

国
道

409号

境川合流地点
源川合流地点

河川整備計画区間：15,860m
126

概成区間※：約10km

加持橋

八反目橋

事業再評価対象区間

延長：約５ｋｍ

中金ヶ谷橋

事業着手区間

成東（基準点）



1

作田川流域作田川流域

1/19

成東堰

源川合流地点

国
道
１
２
６
号

千
葉
東
金
道
路

事業再評価対象区間

事業着手区間

中金ヶ谷橋
八反目橋

作田川における事業再評価作田川における事業再評価

加持橋

延長：約５ｋｍ

検討項目
・事業再評価を行う背景と目的
・事業再評価の時期と整備期間
・事業再評価のルール
・事業再評価の視点

資料－３

事業再評価事業再評価を行うを行う背景と目的背景と目的

千葉県では，事業の効率性及びその実施過程の千葉県では，事業の効率性及びその実施過程の

透明性の一層の向上を図ることを目的として事業透明性の一層の向上を図ることを目的として事業

再評価を実施再評価を実施

【背景】
◆長引く景気低迷
◆公共事業予算の減少
◆公共事業への関心の高まり
◆情報の透明性の確保
◆国民の環境回帰指向

2/19
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18年経過

事業開始 前回 現在 完了予定

①①事業採択後事業採択後５５年経過して未着工年経過して未着工

②②事業採択後事業採択後1010年経過して継続中年経過して継続中

③③再評価実施後再評価実施後５５年経過した事業年経過した事業

[[対対 象象]]

５年経過 ５年毎

作田川事業化

S60 H15 H20 H35

整備期間：15年間

事業再評価の時期と整備期間事業再評価の時期と整備期間

3/19

事業再評価のルール事業再評価のルール

すべての公共事業について

地域と密接な関係

計画策定段階から議論

評価監視委員会 流 域 懇 談 会

（千葉県県土整備部所管国庫補助事業再評価実施要領）

１）河川事業・ダム事業であり

２）河川整備計画策定のための

流域懇談会がある場合

4/19
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（１）社会経済情勢による視点（１）社会経済情勢による視点

（２）（２）事業の進捗状況事業の進捗状況による視点による視点

（３）（３）コスト縮減・代替案コスト縮減・代替案等等の可能性の可能性

（（４４）） 事業の投資効果による視点事業の投資効果による視点

流域懇談会の流域懇談会の意見意見に基づき河川管理者が判断に基づき河川管理者が判断

継継 続続 中中 止止

審審

議議

事業再評価の視点事業再評価の視点

5/19

6/19

時間

大
総雨量

41

18

42

241.66110台風8号H3.9.19

3383.55261台風17号H8.9.22

1361.40249台風17号H元.7.31

浸水被害
家屋（棟）

浸水面積

(ｋｍ２)

降雨状況(mm)

洪水名発生日

視点１視点１ 社会経済情勢等社会経済情勢等（１）（１）
近年の浸水被害状況近年の浸水被害状況

日向駅周辺日向駅周辺日向駅周辺の洪水の様子
（Ｈ8.9.22洪水)
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■■流域内は日向駅周辺を中心として流域内は日向駅周辺を中心として 市街化が著市街化が著
しくしく、、人口や資産が集中している人口や資産が集中している。。

洪水の発生頻度が多く、洪水時の被害が甚大
となることが予想され、作田川の河川改修事業
の早期完了が望まれている

7/19

■■日向駅周辺では、現在の作田川の流下能力日向駅周辺では、現在の作田川の流下能力がが
小さいため、水防体制に入る頻度が年に小さいため、水防体制に入る頻度が年に22回程度回程度
となっている。となっている。

流域（市街地）の状況流域（市街地）の状況

視点１視点１ 社会経済情勢等社会経済情勢等（（22））

☆☆河口～河口～加持加持橋橋 ：： 整備計画整備計画断面で概成断面で概成 約約10km10km
☆☆加持加持橋～源川合流地点：橋～源川合流地点： 今後整備予定今後整備予定（（八反目橋～中金ヶ谷橋

約1.5kmは床上事業で完成予定）

整備計画（整備計画（ 1010年確率）断面で概成年確率）断面で概成整備予定区間整備予定区間

加持橋

8/19

視点２視点２ 事業の進捗事業の進捗状況（１）状況（１）

事業進捗率：11.5km/15.86km＝約７４％

作田川の事業進捗率作田川の事業進捗率

中金ヶ谷橋
八反目橋

約1.5km 約10km
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■■用地は一部取得済みである用地は一部取得済みである。。
（用地取得率（用地取得率約約7070％）％）

■■八反目橋～中金ヶ谷橋までが先行して事業に八反目橋～中金ヶ谷橋までが先行して事業に
着手している着手している。。

継続的な河道改修に着手

視点２視点２ 事業進捗事業進捗状況（２）状況（２）

9/19

作田川整備予定区間の事業進捗内容作田川整備予定区間の事業進捗内容

視点３視点３ コスト縮減・代替案の可能性コスト縮減・代替案の可能性（１）（１）

■■本事業は、工事において発生する掘削土や本事業は、工事において発生する掘削土や
発生コンクリート塊を再利用して築堤や護岸等発生コンクリート塊を再利用して築堤や護岸等
を整備を整備しており、コスト縮減の一環となっている。しており、コスト縮減の一環となっている。
今後は、新たな技術を積極的に取り入れ、更な今後は、新たな技術を積極的に取り入れ、更な
るコスト縮減を図っていくるコスト縮減を図っていく。。

更なる工事費のコスト縮減を図る

10/19

コスト縮減の可能性コスト縮減の可能性
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視点３視点３ コスト縮減・代替案の可能性コスト縮減・代替案の可能性（（22））

既設護岸等のコン
クリート塊の再利用

11/19

本事業は、河道のみを改修する事業であるが、代替案として本事業は、河道のみを改修する事業であるが、代替案として
は、調節池等により流出抑制を図る方法が考えられる。は、調節池等により流出抑制を図る方法が考えられる。

下記の理由により、河道のみを改修する河道改修案が も有下記の理由により、河道のみを改修する河道改修案が も有
利と判断しました。利と判断しました。

①①作田川は、既に下流からの改修が進んでいる状況である。現作田川は、既に下流からの改修が進んでいる状況である。現

時点で、調節池等により流出量を制限しても、改修済み区間時点で、調節池等により流出量を制限しても、改修済み区間

の流下能力に余裕が生じるだけである。の流下能力に余裕が生じるだけである。

②②河川改修用地の確保が無理なくできる場合には、河道のみの改河川改修用地の確保が無理なくできる場合には、河道のみの改

修で対応するのが一般的である。作田川においては、残事業区修で対応するのが一般的である。作田川においては、残事業区
間の約間の約7070％の区域において用地確保が行われており、現在の計％の区域において用地確保が行われており、現在の計
画で事業を進めていくことが妥当である。画で事業を進めていくことが妥当である。

現在の計画で事業を実施 12/19

視点３視点３ コスト縮減・代替案の可能性コスト縮減・代替案の可能性（（33））
代替案の可能性代替案の可能性
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視点４視点４ 事業の投資効果事業の投資効果（１）（１）

改修費用の妥当性評価改修費用の妥当性評価

総便益の算定(B)
(被害が解消される事と事業による残存
価値によってどれだけの恩恵を受けるか
をお金に換算した結果)

総費用の算定(C)
（建設費や維持管理費など、
事業を行う為に必要なお金）

※費用対効果（総便益Ｂ/総費用Ｃ）の算定
※投資した費用に対して得られた効果

・B/C=1以下：投資効果に見合った経済効果が無い
・B/C=1 ：投資効果に見合った経済効果を発揮
・B/C=1以上：更に高い経済効果が発揮される

13/19

投資効果の評価方法投資効果の評価方法

視点４視点４ 事業の投資効果事業の投資効果（２）（２）

事業実施前事業実施前

作田川はん濫シミュレーション結果作田川はん濫シミュレーション結果
事業実施前事業実施前
W=1/10W=1/10（整備計画規模）（整備計画規模）

14/18

①①想定想定はん濫はん濫区域区域 1.11.1 [km[km22]]

②②想定想定はん濫はん濫区域内区域内世帯世帯 4545 [[世帯世帯]]

③③想定はん濫区域内人口想定はん濫区域内人口 167167 [[人人]]

河川改修

浸水被害の解消
（はん濫区域面積：1.1km2 →0km2）

総便益の算出総便益の算出
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本事業による河道改修により、１０年に１回程度の洪水に本事業による河道改修により、１０年に１回程度の洪水に
対して、外水氾濫による浸水を防止することが可能となる。対して、外水氾濫による浸水を防止することが可能となる。

氾濫による浸水深の低減効果

視点４視点４ 事業の投資効果事業の投資効果（３）（３）

事業実施前

事業実施後

15/19

総便益（総便益（BB）） 64.964.9億円億円

事事事業中と事業中と業完了後、業完了後、5050年間にわたって年間にわたって治水治水効果を効果を発揮す発揮す

るものとるものとして、して、その期間のその期間の被害軽減額を被害軽減額を算出算出

⇒ 総便益は将来の経済効果を含めると、 64.9億円となる

総便益の算出総便益の算出

16/19

視点４視点４ 事業の投資効果事業の投資効果（４）（４）

総総費用費用算出算出

今後の残事業費（建設費）今後の残事業費（建設費）38.138.1億円億円

事業実施中及び事業完了後事業実施中及び事業完了後5050年間にわたる年間にわたる

維持管理費維持管理費 44..33億円億円

＋

総費用（総費用（CC）） 42.442.4 億円億円

（＝38.1億円＋4.3億円）

（＝洪水防御便益63.4億円＋残存価値1.5億円）
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B/C = 1.5 > 1.0

総費用Ｃ

（Cost）
42.4億円総便益Ｂ

（Benefit）
64.9億円

Ｂ／ＣＢ／Ｃ ＝＝ 1.51.5

効果あり

今後今後、加持橋、加持橋～源川合流地点の事業を実～源川合流地点の事業を実
施する事により投資費用の概ね施する事により投資費用の概ね1.51.5倍の便倍の便

益が見込める益が見込める

17/19

視点４視点４ 事業の投資効果事業の投資効果（５）（５） 投資効果の評価投資効果の評価

事業事業再評価の総合結果再評価の総合結果

（１）（１）社会経済情勢社会経済情勢

・日向駅周辺の市街化の進行に伴う・日向駅周辺の市街化の進行に伴う浸水被害浸水被害の増大の増大

・日向駅周辺における現況（・日向駅周辺における現況（H10H10時点）の市街化率は、流域平均の時点）の市街化率は、流域平均の1717％より高い％より高い

2323％である。％である。

（２）（２）事業の進捗状況事業の進捗状況

・・事業進捗率事業進捗率＝約＝約7474％％

・残事業区域の用地取得率・残事業区域の用地取得率==約約7070％％

→→継続的な河道改修の着手継続的な河道改修の着手

（３）コスト縮減や代替案の可能性（３）コスト縮減や代替案の可能性

・更なるコスト縮減を図る・更なるコスト縮減を図る

・現在の計画で事業を実施・現在の計画で事業を実施

（４）（４）事業の投資効果事業の投資効果

・・費用対効果費用対効果 B/C=1.5>B/C=1.5> 11

・・確率規模確率規模1/101/10年年を含めたこれ以下を含めたこれ以下のの浸水被害の解消浸水被害の解消

（想定（想定はん濫区域はん濫区域約約1.1km1.1km22を浸水なしとする）を浸水なしとする）

⇒⇒ 事業を事業を「継続」「継続」し、早期に事業完了を図るし、早期に事業完了を図る。。

18/19

事業継続
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おわりおわり

19/19

作田川における事業再評価作田川における事業再評価


